
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真や動画の撮影の際にご留意ください！ 

羽中だより 
令和８年度羽幌町立羽幌中学校 校長通信 

令和８年１０月１日号 
 

 (文責：校長 西山智章) 

学びを求める 言動を律する 仲間と伸びる 
羽中生    羽中生    羽中生 

 今年度はついに各学年１クラスになってし

まいました（特別支援学級を含まず）。これを

メリットと捉え、以前までは異学年による縦

割り活動であったものを今年度は学年・学級

単位で取り組むこととしました。 

これまでの活動において、それぞれの学年・

学級のカラーを発揮しつつ、限られた時間の

中で準備や練習を重ねてきました。時には、意

見の食い違いや考えの相違などもあったよう

です。しかし、それもこれもこの行事特有の

〝学び〟です。単に多数決で決めたり、先生の

指示に頼ったりするばかりではなく、自分た

ちで「合意形成」を図りながら取り組むこと

で、将来の社会生活に役立つチカラが育まれ

たのではないかと考えています。 

当日は、準備や練習の成果を発揮しますの

で、お楽しみください。小さなお子様も楽しめ

るゲームやアトラクション(?)もあります。ご

近所お誘い合せの上、ご来校ください！ 

スマートフォンやビデオカメラ等での撮影は可能

ですが、撮影した写真や動画は、ご家族内でお楽し

みいただく範囲でのご利用をお願いいたします。 

特に、他のお子さんが写っている写真や動画を

SNS等に投稿することは、何卒お控えください。ま

た、他者をからかうような内容の投稿や、不適切な

編集・コメント等も絶対にやめてください。場合に

よっては、肖像権やプライバシー等をめぐるトラブ

ルや訴訟等に発展する可能性があります。 

併せて、氏名や学校名、顔写真などの個人情報が

広く公開されることのないよう、十分なご配慮をお

願いいたします。 

なお、撮影の際には、後方で観覧されている方の

視界や観覧の妨げにならないよう、周囲へのご配慮

をお願いいたします。 

ご来校の皆様には安心してお楽しみいただきたい

と考えておりますので、ご理解とご協力をお願いい

たします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命を守るための学び 

１
日
防
災
学
校 

北海道の「１日防災学校」は、自助、共助、公助の視点を適切に取り入れた系統的・体系的な防災教育や学

校と家庭や地域が連携した防災教育に取り組み、児童生徒等が 

【自助】自らの安全を確保することのできる基礎的な資質・能力を身に付けること 

【共助】自ら進んで安全で安心な社会づくりに参加し、貢献できるようになること 

をねらいとしています。 

北海道教育委員会「防災教育啓発資料」より 

９月１８日（金）実施 

羽幌町役場総務課 
防災統括専門委員 岩佐明彦  

陸上自衛隊 北部方面隊第2師団 
第26普通科連隊(留萌駐屯地) 

北留萌消防組合消防署 
（羽幌消防署）の皆さん 

の皆さん 

「命を守るための学び」として「１日防災学校」を実施しました。 
岩佐さんと町役場の廣谷さんが事前の企画と当日の運営を担って

くださいました。はじめは学年縦割り班による学習を行いました。意
見交流にて災害時に必要な知識や行動についての学びを深めました。 
 また、自衛隊留萌駐屯地の皆さんにご協力いただき、高機動車の乗
車体験をしました。普段触れる機会のない車両に乗せていただき、災
害現場で活動する方々の役割を知る、貴重な機会となりました。並行
して発電機の起動も体験させてもらいました。羽幌消防署の皆さんか
らは救助袋を使って、３階からの降下体験をさせていただきました。
救助袋は避難における「最後の手段」であることも学びました。 
 「１日防災学校」を通して、子どもたちのみならず先生方も「災害
はいつ起こるか分からない」という意識を高める機会になったととも
に、日頃から備えることの大切さを痛感しました。 
ご協力いただいた全ての皆様に、心より感謝申し上げます。 

災害や防災について縦割り班で学び合い 

実体験を基にした岩佐さんの講話 

各学年からの６名の代表が３階からの降下にチャレンジ！ 

事前の準備からお力添えいただいた皆様に 
感謝いたします。ありがとうございました！ 
 


